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2015年9月16日　水曜日　22面掲載 匡罰奪ff曹三ヨ二干UEヨ

コ〈
D
現目

金
剛
化
学
（
富
山
市
、

金
森
俊
樹
社
長
、

0
7
6

・4
2
3
・3
1
3
1）

は
、
医
薬
品
の
原
薬
の
製

造
、
医
薬
品
原
薬
や
中
間

体
の
受
託
製
造
、
治
験
用

原
薬
な
ど
の
試
験
製
造
を

行
う
。

1
9
4
1年
に
ビ

タ
ミ
ン
B
1を
合
成
・
製

造
す
る
人
妻
と
し
て
設
立

以
来
、
医
薬
品
原
体
を
中

心
に
約
ω
種
の
製
品
を
開

発
し
て
い
る
。

主
力
製
品
の
抗
ヒ
ス
タ

ミ
ン
剤
や
鎮
静
剤
、
ビ
タ

ミ
ン
B
1誘
導
体
の
ほ
か

約
ω
品
目
の
医
薬
品
原
薬

を
製
造
す
る
。
海
外
向
け

販
売
は
売
り
上
げ
の
約
加

%
を
占
め
る
。
マ
イ
ナ
ス

ω
度
C
の
超
低
温
反
応
や

2
2
0度
C
の
高
温
反
応

な
ど
有
機
合
成
の
技
術
を

生
か
し
、
受
託
製
造
に
も

力
を
入
れ
る
。

省
エ
ネ
や
環
境
に
関
す

る
取
り
組
み
の
き
っ
か
け

は
、
日
年
3
月
の
東
日
本

大
震
災
だ
っ
た
。

6
月
に

「
省
エ
ネ
推
進
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
全
社
的
に

電
気
の
見
直
し
を
図
っ

た
。
二
酸
化
炭
素
（
C
0

2
）
削
減
量
を
基
本
に
し

て
エ
ア
コ
ン
の
温
度
調
整

な
ど
目
標
を
立
て
、
一
定

の
成
果
が
得
ら
れ
た
。

次
に
製
造
に
必
要
な
加

熱
の
た
め
の
蒸
気
に
つ
い

て
検
討
し
た
。
従
来
、
蒸

気
で
ボ
イ
ラ
給
水
を
加
温

し
て
い
た
。
重
油
の
2
J

ボ
イ
ラ
5
台
と
ガ
ス
の
2

J
ボ
イ
ラ

3
台
が
あ
る

が
、
印
度
ー
ω
度
C
程
度

の
温
水
で
も
賄
え
る
箇
所

が
多
く
あ
り
省
エ
ネ
効
果

の
高
い
ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
給

湯
機
が
利
用
で
き
る
可
能

性
が
出
て
き
た
。

最
も
稼
働
率
の
高
い
M

ボイラ給水加熱に利用

重
油
・
蒸
気
量
と
も
に
大
幅
減

時
間
3
6
5日
運
転
の
ボ

イ
ラ
を
ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
給

湯
機
で
加
温
す
る
こ
と
に

し
た
。
日
年
2
月
に
三
菱

電
機
製
ヒ
l
ト
ポ
ン
プ
給

湯
機
を
導
入
し
た
。
環
境

省
の
C
0
2削
減
補
助
金

を
利
用
し
た
。
投
資
回
収

金剛化学に導入された三菱電機製ヒー
トポンプ給湯機

に
は
5
年
を
貝
込
む
。
量
は
冬
季
で
叩
%
、
夏
季

本
格
的
に
稼
働
が
始
ま
で
ω
%
減
っ
た
。
林
岳
司

っ
た
4
月
か
ら
デ
l
タ
を
施
設
部
部
長
代
理
は
「
さ

取
り
始
め
た
が
、
重
油
を
ら
に
運
転
デ
l
タ
の
収
集

毎
月
3
G
O
O－

3
5
0

・
解
析
を
行
い
、
省
エ
ネ

0
幻
削
減
し
た
。
ヒ
l
ト
運
転
の
最
適
条
件
を
見
つ

ポ
ン
プ
給
湯
機
が
消
費
し
け
る
。
効
果
が
見
ら
れ
れ

た
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
2

ば
、
今
後
も
導
入
し
た

・
2
1
4倍
の
熱
エ
ネ
ル
い
」
と
前
向
き
に
語
っ

ギ
l
を
取
り
出
す
こ
と
が
た
。

で
き
た
。
ボ
イ
ラ
水
の
加
（
富
山
支
局
長
・
渡
辺

温
に
使
用
し
て
い
た
蒸
気
大
介
）

事業所概要
じ〉所在地＝富山市日

俣3、076・423・3131
b主要生産品目＝医
薬品原薬製造及び受

託製造、治験用原薬
などの試験製造じ〉年
間エネルギー使用量
Cl4年度） ==2519キロ
は（原油換算）じ〉年

間C02排出量（同）
==6321トン


